
 

 

～ 日本海難防止協会シンガポール連絡事務所発SRO news ～ 

（Ref No：22－035） 

 

 

１ アメリカの太平洋地域の安全保障の鍵となるパラオとマーシャル諸島との

自由連合盟約の更新の時期が近付いている中、パラオと米国は、第 3 次自由連

合盟約（Compact of Free Association agreement）に向けた基本合意書に署名

した。 

原文 

（13th January 2023, Radio NZ） 

 

２ パラオのウィップス大統領と在パラオのジェシカ・リー台湾大使は、パラ

オ国際サンゴ礁センター（PICRC）の寄付ディナー会を共催する。リー大使は

15,000 ドルを寄付した。PICRC の活動は、サンゴ礁と沿岸を中心とした区域か

ら、国立海洋保護区を含む EEZの深海環境にも対象が広がる予定。 

原文 

（6th January 2023, Island Times） 

 

３ 日本の武井俊輔外務副大臣がマーシャル諸島（RMI）を訪問した。訪問中、

大統領府で日本の援助プロジェクトに関する一連の署名式が行われ、JICA が実

施する 2 つの無償資金協力：マジュロ水改善計画（マジュロ空港に貯水池を建

設、320 万ドル相当）及びイバイ島の電力会社 KUJUR との太陽光発電システム

設置計画（50 万ドル相当）に関する調印のほか、経済社会開発計画によるマー

シャル諸島海洋資源局（MIMRA）に対する運搬船 2 隻の助成金（230 万ドル相当）

について署名された。署名は、在マーシャル諸島の田中大使、JICA 代表の鵜飼

彦之氏、キトラン・カブア大臣により行われた。 

原文①、② 

（13th January 2023, Marshall Islands Journal） 

 

４ 日本はマレーシア海上法令執行庁（MMEA）に長距離音響発生装置（LRAD）

4 台を寄贈、国際協力機構（JICA）を通じて引き渡される。同装置は、マレー

シア周辺海域での海上法執行に使用される。 

また、JICA、海上保安庁及び MMEA は、IUU 漁業に関する海上法執行ワークシ

ョップで協力する。在マレーシアの髙橋大使は、「JICA 主催の本ワークショッ

プは、MMEA の IUU 漁業対処を支援する」と述べ、海上保安庁の指導者と協力し、

国際法及び LRADを使用した IUU漁船対処に関する講義が含まれると述べた。 

原文 

（9th January 2023, New Straits Times） 

https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/482300/palau-inks-compact-deal-marshall-islands-to-follow
https://islandtimes.org/president-of-palau-and-taiwan-embassy-to-co-host-picrcs/
https://www.nst.com.my/news/nation/2023/01/868679/japan-donate-four-acoustic-detection-devices-bolster-mmea-capabilities


原文 

（9th January 2023, The Malaysian Reserve） 

  

https://themalaysianreserve.com/2023/01/09/japan-malaysia-launch-maritime-law-enforcement-workshop-on-illegal-unreported-unregulated-fishing/


 

 
 

  



 

 


